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　（ρ　本報告は利根川水系鬼怒川および鬼．怒川沿岸の一

部地域に鷲．）いて実施し鴬水文調査の結果を記薔酸してい

るP

　（露）この地・域の声惣下水は飲料用我）ほかかんがい用およ

び工業用などの水源にそ津｝，ぞ嫌』ll棚黙れてい播、，こ蔓）う

ち工業用水霧疑しての地下水利用量1、tまだ欝，○鰍がノ

鋤y瓢達していない。しかしながら最近東北本線沿線の

煮地には工場1酬1鋤耀鋒と整備醗1．，今後数年融ご鯵終

用水源と！、ノて客量の地下、水の難臓！，開発が、艶込まれる地

域である。

　　（録／台地の地iぐ水醸1北部お£嬬、1ぐ北幽部で熱概し一ぐ基盤

が浅く深慶2（）雛，前後までの地織凱賦存す葛が，南端では

亭録ぐ質密纂

深獲憩魎までに認≧2）られ濱＞数麟（！）帯水麟申に拡がザ、六ご

い撫勲

　　（尋）鬼怒絹および酉鬼怒川沿岸地域について行な一ニジた

水文調査の辮1蔓，・騒淺、ぞ穿「1．．曝釦二）水選聯食／性格が明らかに

なった儲

　　（紛鬼怒川な西鬼怒川に挾滋1・黛、た低耀瓢おけ凝矧liお

、．疑、ド水絡などの流水癒擁蟻下水灘菰の蕎慶をl／／ll定し、・，こ

れ脳1）瞬者を唇／、ぞ嶺，比較し菰結果，上海内村逆木け近

か鱗蕪翻編議／繕輪霧ξでの地域で／爆1，流水面が地下水爾

瓢1誇緯一雲灘高蜘繭！ン，趣三麟蕗瀦付近ゐ＞繍納村

下1嚇疑蝋では欝寒者の蕪は鰹少嘉な海て，下蝉付近では

地下水薫が流水灘よりも嵩撫磁路関／系、が騨，鵬し、た驚

　　⑥臨怒川本流猷つ聾・て費なつた河川縦i壕蹴滴戯磁

る流量灘定結果では，今市市小林付近寿》鋤熱浴郡大宮牽縫彪

上平／纏近まで，上平付近から民家町驚覇岡翻惣礁讐嘉婁

烹一（鱒）
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で1菰潤床下および爾爆低地域にそれぞれ伏没し地下水に

転化しており，これらの合注蓑は甚．蟹が／醗爺に達して

いる。

　紛　鬼怒川と西鬼怒川に挾濠れナこ地域について，地域

欝との表流の流入量および流出量をそれ野れ測定した結

果では，河内郡無河内村逆木付近から上小倉に至る地域，

および上小倉億近から下小倉付近に至る地域では，河川

およびかんがい用水路などの地表水が伏没し地下水に転

化している事実が判明した。これ1爾地域においては表

流の地下水転化量は西鬼怒川か醸離）燃機就，かんがい

用水路などからはL篇駕卿懸むとなっている。爾地域に

おいて単拉面積らた！）の水深に換算すると，1鷺に3頓一

欝瓢雛の地ド水転化薫があることを示している蒔

　㈲　下小倉付近から河内村白沢付近までは流出量が増

加，1四る傾向が認められる。灘川縦断方海にお／する結果で

も氏蒙町富野岡地先か襲，下流断面では，それぞ離下流側

断灘玄でに流量が増加し，前述の傾向とよく…徽してい

る関係が判明した。

　（3）宇都琴ぎ市御葉購地内に1行なったきく井の結粟で轄

深膜：繍燃までの砂礫鱒が帯水層となってお勢繋揚水試験

の結巣帯水麟の水理的性格が明甦）かとなったゆ

　鑑鑑の場合／繋議帯水麟の録全および井戸の維持管理を

考慮すれば，適正揚水量は藝GO灘議ノ磁y程度とみられる。

薯．緒　　慧

　この報告は関東東部地域工業用水源調査の・一環とし

て，利根川水系鬼怒川下流地域における表流水と地下水

につ／、・で調査を行なった結果慶鑓載している．

　鬼怒川をわたる蔚猿本線以南がいわゆ葛慮都鐵1ζ含ま

れるが，近年，氏疲・小山間の東北本線沿いには終戦後

軍蟹工場の平聯産業への転麺綻加えて，各種の工場が建

設きれ，きらに工場適地が着癖と整備きれ，鬼怒絹沿辮

沿いに内陸工業地帯をかたちずくひている。

　この内陸工業纏帯の地下水および内陸工業地帯紅隣接

し，とくに地下水および表流水を通じてこれと鷺接な関

係衛有している鬼怒川灘谷平野の地下水規稀・知ること

は，樗来の水利用討騨、Lきわめて必要である。

　讐鑓で地下水の供給力最も少ないξ二考えられる冬季濁

水期讐選び，隅地域の地ド水の流動状態と地表水からの

地下水供給源の一端を明らか配する潤的で，鬼怒川本流

毒沿岸地域について水文および地下水調査を行なった．

　なお調査にあたって種澄御脇力を頂い瀬栃木県を獄じ・

め調査地域内の市町村役場および工場などの関係各位，

熱らに資料鞍提供して頂い慧建設省鬼怒川改修工郵事務

斯お．試び農林省鬼怒川申部農業水利箏務所などの関係各

位に対し厚く感謝の意を表する．

　　　　　　臨　調董の規摸
　凱罐調査需法

　地下水の供給量は，直接には直上および背後地域の降

水であるが，河川の沿岸地域では河川表流からの地下水

供給が行なわれている事実がこれまでの調査結果で明軽

か瓢されている。ここでは鬼怒川表流からの地下水供給

量の一…端を明らかにするために，鬼怒川本流および西鬼

怒川にっいて流量測定を行なった。流量測定は河川水位

が比較的安定している冬挙の渇水時を選び，上流側断面

と下流側断灘で同時および隔時測定を行ない，さらにこ

の区闘慧流入する支流およぴこの区閥から流繊する用水

などの量を迅速に測定して，上流側断面と下流側断面

で測定した流量と流入した流量などを憂れぞれ差し引い

て，、／二，下断面間の流量差を求めた、，このような測定を簾

谷郡船生村佐貫から，河内郡上三川町井戸／l附近までの

約4Sk難の区闘に流量測定可能な断猟滲ヵ所を選定し，

下流側断灘を常に重複きせるという方法で，上流側から

下流側に向かって順次実施した。

　このほか鬼怒川沿岸地域にっいて地下水の流動状態の

概略を摺振1隅るため若干の地下水位および，水温の測定

遂行ない，きらに地下水面と鬼怒川表流水面との関係を

明らかにするために若干の横断水準測量を行なった．

　なお本凋査期間申は東京電力K謹乱の資料によれば灘

年ぶりの渇水であ・）たことを付記しておく。
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鬼怒川およが瀬搬怒川流域工業用水源調登報欝ぐ尾綺1タ聾爆和勇・菅野敏一樽

嚢．黛　調鷺の規模

調査範麟　第蕊図参照　　（関係地形図，讐万分の亙矢

　　　　板・宇都鳶・壬生〉

調査期間昭和総年葱月20i三1－2月襲購

調査実績

地下水調査　　水位および水温を測定した井戸数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄○、崇1

　　　　　　水準測量による簸ド水位断面　蔭断面

　　　　　　鬼怒川本流
流量測定断面数
および回数　　　西鬼怒川

　　　　　　用水・支流など

験断面鐵爆

塾断面馨瞬

　醸断面

調査員および野外作業の分担

　　流量測定および地下水周査　尾崎次男　岸　和男

　　水準測量　　　　　　　　　嘗野敏夫

驚．套　鞭馬雛械器黒

　プラィス式電音流速討

　N継．工鱒　V鳳○．鱒99N垂○．瓢7

　NO．　灘　v雛○．難8⑰N十〇．04験

　　v二流速　　単位　鷺／s畿

　　N二回転数　単位　回転数／辮鶏

　水比抵抗測定器

　K－S型水比抵抗測定羅

　水準器

　　懲本光学孤鷺．製レベル鷺一姦型

漁　調査触域の概観

　嚢．餐　憩形および触鷺

　調査地域の地形はおおむね山地，台地，低地に分けら

れる藤北西にあたる宇都宮市街から焦薫ぎに連らな撫、“地

および丘陵ではその頂部一帯にかけて火山姓蔭石が小範

囲鱒分布レ，これをとり濠く東縁街麓部には砂岩・泥岩

および凝灰岩などの互麟からな愚新第三系の地顧が細長

く不整合に被覆レ，調査地域大部分の基盤をなしているΦ

　また鬼怒川に沿一）ては，鬼怒用に礁来する倉地お。1；び

低地がそれぞれ新旧地形藤徹形成してお塾，地形および

水系の配列はいずれも南北性を示し南に轡るく傾斜して

いる際

　鞍地は鬼怒川左岸地域では蕎根沢台地および宝積寺鷺

地，蕊た右岸地域では岡本台地および嬬れに接する購原

禽地と呼ばれる台地があり，これらの台地の地裳は表土

を除いて環一為・軽石・砂礫などの／桂積物で構成鼎れて

いる礁

　低地はまず鬼怒川に沿って幅濤｛曝焦燃を有する谷底

平野が細長く展開してお顔，北部の左岸地域では押上西

方から五行贋に沿って神積平野が発達している．また霜

岸地域では台地聞を流れる支川澱川および小支絹出田川

・古川などに沿肇て小規模な神積愚地がひらけてい葛．

鵜れらの沖積低地では表鱒下に雛一ム麟の堆積がなく薩

接砂礫腰などに接している．

　地下水　出地，丘陵および台地，低地にそれぞれ分布

するが，主として利用の対象となるのは台地および低地

などの地下水で融肇て，新第三系蕊での堆積麟中の地下

水に限られ纂ゆ

　欝．窯水系

　利根川水系瓢属す灘鬼怒川は流路延長約30艦撚，流域

面積嵐，総0敏瀞余の河川規模を有する璽要河川である難

宇都嘗市灘井にある勝量鶴測勝の難年閥の記録では薄溺

平均流量は薫月一欝導に少なく，黎月頃は．ヒ流山地の融

雪により増加する．難月～導難頃にはかんがい用水など

の取水のため少なくなり，嚢月およびぞの前後の月には

豪爾感どのために潜激に増加する“

　調査地域内にお1タる鬼怒川の支川はズ匹嬬較べて右岸

に多いが艶轍のうち大谷川を除いては，いずれもその規

摸が小ホい．しかしながら今毒市小林東鰭寸近で流入す

る溝水川は悶流点付近で慶量の湧水が流入するので，水

利用の面で1，藁 萎な支辮であ築。そ蔓ノ鵬，．1，獺沐付近か

　分派す礁西鬼怒川があり，河内村臼沢東b二滋たたび

本流に合するまでの流路砥畏は鷲．駄騰，河滋1）編は⑳軽

一§0伽鞭有し曳鱒り，下流部の轡々に湧水ン1，、恥められ，

i　　　　　　　　　　　　　　　l．＿詳｛一
1　　　　　　　　　　　　　　　貧

4 ．織

’集

　　　　第慧鐵　　羅1灘藪鱗監／裂剛、騰よ嗣鱗蒔慧

◇三　　　　　，’乏細晦灘“灘麟禽1蓮・醸鮮1綿）
麟寧都麟壕欝に繍磯怒／li嚇縢灘鶴韓訴瞬1雍縄鱒簸誓）

　寧都罵欝1聡磁樋．、、離寂繋蝶秘騨磯舗！3簿の響ミ1

鉱れまた水利上璽要な河川といえる．西鬼怒／l／は元来澱

和曝奪ぐ蕪⑳年）に開さくさ離た運河（新筏川）であ驚

瀬が享和＄年ぐ欝器年〉賜騒の胤＋里覇欠潰に伴なう大

洪水の結果撫然流路撫な弩，以後灘水の都塵流踏が拡が

肇た．ぞの後議木に堰鍵が建設されて、泰敬苓河道が維持

されて，1．め，現在，瞬鬼怒川には逆木堰堤か鞍発電用水’

蓼一イ聯鈴



責畿黎工誓聡塗叢／響．題瀬劉　（、葬亙爆巻　 鱗　3　孝7・）

として聾狭墳くし、た・一蒲導の雌くゐ舞孜瀞蓋さ叡嚇獄、夕率，　；本溝遮力〉　）の

幾然流入はない。
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るいは流速が下流灘断面窟でに到達する時閥を求めて下

流側で上流側と醐様な条件で測定するか，あるいは測定

結渠に対し，水位・流慧の到達時閥を勘案して補正する必

要が捲三じてくる暮一下流側断藤までに瀦i美窒する時犠1を鱗蟹叢

す葛には種・憂な方滋乏があろうが，こ凱では西鬼怒川取入

揖および真岡市勝爪付近に設けられナこ河川水位欝1の記録

と各断面で測定した平均流速、との結果からそれぞれの断

需窯での到達時闘を擁三定し驚⇔さら紅各断面で得られ勲

3回以、「Lの流量結巣から水位一一流量曲線を増乾め，．ヒ流側

流量に対応する下流側流量を求めるなどの補rl三をした．

　隔時測定による結果と到達時聞を勘案して1繍箆．した流

量結果による河川縦断方向鑑おける流量窪）増減変化を第

3筆受に潅たしてある嶋なお第4図にガく位と流一量の関係登毒霧§

図に調査欝時における鬼怒澱の水位変化を示してある，，

　鄭謹　測驚結巣の灘寮

　嵐時閥前後の隔時測定結果と到達時閥癒考慮した補正

流量結果から得ら溺、た流量の増減変化を．織易くするため

舞蓼尋図に添しバぐ瀦）るの

蒐怒損縦翻方向にお継る流量変化
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　この結果を比較すると補疋した結果の下流側における

流量増加の割合が著レく小とな・繍こほかは，おおむねそ

の傾向は一致してい導。

　したが黎てこれもの結果と鬼怒騰爾岸にっいて行なっ

た地下水調査の結果をあわせて判断す蕎と，次のように

要約される。

　ω　佐貫付逓から小林付近議でに下流側でL§灘穐灘鷺

前後の流量増加の傾向が認められるが，この区閥には右

岸低地および現河道鑑それぞれ認められる湧泉な潔の流

入による結果と考えられる．

　鋤　小林付近から上平橋付近蕊でには霧岸支流溝水舞

のほか湧泉に発源する小支流の流入がある・蕊た露岸に

は派流藤鬼怒川お．鼓び左岸1ζ赤沼用水などの流出がある

が，それぞれ差引熱すると下流側断面談でに転欝驚簿／騰礁

前後の伏没量が認められる．

　鋤　上平橋付近から憲野岡付近竈での区問には小支流

の流入および第九堀用水の流礁があるが，差引き下流側

嶽でに甑鱗羅％艦程慶の伏没量が認められ，小林付近
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舜虚質調査醗薄潮劉　（第蒐墨巻　 第蕪・攣）

から富野岡付近までの伏暑斐蓬慧の合計はL（）雛馨編鷺講鳶蝦麦に

達しているゆ

　こチ韓ら薪）区欝勤こンついてラ慧怒川を誌黄断し，演」川ガ煽立と爾

岸；瞳門ド水位との関係懸実測した結果では章剛li水位が両岸

嚢癒“『ド考く位よりもマ葛位にある関係が判明している群し盤が

喋て，この区間競）袋流は、勤平橋のやや上流付近から鬼怒

摂の河床下および灘岸の懸地に向かって伏没し，地下水

紅転化す曝ものと考えられる鼎

　／違）富野尚付近から．無阿久津付近蕊での区．闘では，左

岸に釜ケ淵用水の流出があ勢が差引き下流側窪でに甚灘

認轡総鶏前後の流量1増加が認められる、　この聞には溺遺

の拶㍗鳶に湧水が認められ，きらに画岸地域に実施「した水

準測量の結果では東芦沼付近1瓢おける地下水面と鬼怒川

流雌煽酊と慧1慧とんどill濁ll葛｛立にあ礁が夢　こ錠）南側に三蕪ると

ゴ癒下水灘がi纂くなる1蝋係が推定寒れるので，下流側の流

難増加は主として．東芦沼付近から下流における爾岸流域

から薪）地下水の漁養によるものと愚われる。

　㈲　．1二阿久津付近から下流桑島付近謹でに設けた3断

繊で／鵡いずれの賦閥でも下流側断瀬までに流量増加の

傾向が認められるが，上縄久津付近から板戸／磐猛までの

区1濁，および板戸から満美穴！寸タ鑓蕪での区灘／の薫曽瓶撲義

は熊無轡騰£程渡であ・：）て，これに対して満美穴付近か

ら桑酷までの区閥の流量増加はh碑総鷺前後と増加し

ている．鑑の駆間では砂利羨）採取および護岸工事のねめ

の海道付替工事などが河床低下を促進し，両，購からの地

“下靖く流患を馨馨しく1容、易にホせてい為ものと釜翻簿辛＊れる。

　⑥　桑島付近から鞠茎ゴニ川町井芦川付近までの区間では

差引蓉下流側濠でに　逸撚騒劔程度の表流が伏没する願

直！寿糞議漢めらン暮る⇔

　轟講　蒲怨水位と地下水位との関係

　西鬼怒川と鬼怒川とに挾裟れた廷難患およびぞの懸岸地

点靱ついて，それぞれ地表高度が等しい鍵、職簿おいて地

健F露く麺1および流雌く累輯滅での騰ぎ1きを測奪熱す∫彗ば夢　これら爾

者の高低の関係が判明する。このような考え方で鑑こで

はなるべく地形等高線に沿って井驚を選びその水位を測

定し，瀦津を横断して合討§測線の水準灘量を行な・）

た．しかしながら実際には地形等高線上瓢沿ゲぐ水位が

測定で愚るような井揖の分布が少なく，漸期の闘的に反
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の流量測定を実施していない。しか歓、ながら鵜の流量

磯定i譲灘暮！騰艦前後〉を除いても，離地域の流入量の

合討が轟鷲雛機罎馨に対し地域か纏）流出量は象襲驚η

灘窺となって諾引蓉甑瓢驚S／繍ζの増加を示している箒

臨　適灘撰水羅

　台地および儀地における自慮面地下水および被圧地下

水がそれぞれ含まれる地層の水理的性格を明融かにして

おく凱とは，将来この地域における地下水の開発利用お

よび井弄…1の轡理上蓉わめて必要詫事項である。

　額蜜たま本講査申に栃木県商工観光課で熱宇都菖市御

幸町地先の工場適地内鱒井薄口径瓢静驚灘，深度鱗燃

の專く井を行ない，これを揚水井とし擢水井から南方に

7驚の距離に深度熱驚の井懲を掘り，さちに繭東方猷

難驚離れ瀬一般民蒙井をぞれぞ壽／観測丼として揚水試験

を実施した．

　燃の試験の懸衆得られた資料から本井芦の適正揚水量

を求め第襲図に示してい撫．

　第蒙図の結果では揚水量が毒30撫磁縛以上になると

水位降下の割合が急激1増大する関係が示されている。

したがってこのきく井付近においては，地下水の保全お

よび井戸管理など慮考慮するならば，1覧井巻り騎○一難《鶏

雛避ノ（竃雛y　の歪易ガく寿ζの畷　ましい⇔

乳　調齋結剰鑑対ずる慧難

　鬼怒川および酉鬼怒川の沿岸低地轍ついて碧施した水

文調査のうち，鬼怒川縦断方向におけ裁　　1は，全体と

L、ては下流翻で増加する、、しかしながら今市1惣小林地先

　　　　　ご　　　、7

　　，！

！
1／

疑

から民家町富野岡地先に至るまでの地域では，鬼怒川お

よび爾鬼怒川，き嚇と地表を流れるかんがい用水などを

禽せた翻WS総以上の表流量が減少し，また宇都宮市桑

島地先から上三川町井戸川地先猷驚鎌る譲で，～誌表流量の

減少が認められる．

　轍のように…河川の縦断方尚瓢おけ葛流量の増減変化

は，支流の流入およびかんがい用水の取水などによる以

外に，流過する地域の地下地質溶よび地下水理の状態猷

深い関連がのるものと考えられる。

　額とえば鬼怒川と西鬼怒川に挾まれた低地の二1ヒ部では

地下水麺が河川およびかんがい用水な、’の表流水位．箆り

も紙くなやており，表流からの供給鵡うける地下水理環

穂こある無

　きらに，東北本線鉄僑付近では下流側で馨量な流量増

加を示すが，蕉の地域では，地形的には鬼怒川講岸の台

地が追って灘浴部をつくり，しかも河床下浅く，不透水

越ξ二考えられる凝灰質岩石が存在するうえに，爾岸の地

下水面が概して地表水面よりも高くなっている関係でP，

爾岸からの地下水の流入および上流欄の表流が伏没し，

蟻下水耗転化した量がふ鴬たび河道に湧串するためと考

濫られる。

　以．ヒのように鬼怒川餓地の鰯叢下雄くは，地碁壌くと深い関

遜！があり，表流は鬼怒絹および西鬼怒紺，さら瓢かんが

い用水鶴を通鉱ンて，両岸低地の地下水の供給源になひて

いる“

　鬼怒川の左岸では，肘内一欝野岡…下新田に至る鬼怒

川沿いの地域，玄乳鬼怒川および西鬼怒川緯挾まれた地

域では上小禽一下小倉一芦沼』iマカ橋にかけた詞、讐の地

下水利用が考えられるが，このうち、鷺流磯鱒あたる上小

倉付近では地下水赦が深い欠点があ軽，黛・質、烹，もに期

待でき撫のは，下小禽一窟野岡を繍、象｛付近か縫昭一新

田悉4慧ぐ付近までの地域が推奨でき塾，、

　　　　　　　　　　　　　　纏伽総年亙．賑周査）
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b　経済企画庁茸地形，表層地質・土じよ
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　　建養霞河川局1流鶏1表
　　建設省河川鷺1雨量年畿

　　熱象庁1気象要覧
　　鈴木好一外窯名糞宇都宮北方の宝木用水沿線の地

　　　　　　下水，資濃科鱒研究騨榮報，N窃膿，

　　　　　　　欝瓢

鋤　栃　木　離1栃木県の薫業用水，鋤騨
め　東京農地事務驚計画部1管内地下水琶鵬状況調

　　　　　　　書，綿澱
撃鎌　署部類1瀬障醸“戯夕窮
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